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挨
　
拶

同
窓
会
〈ム長
西
入
　
悦
雄

本
校

の
同
窓
会

員

の
皆
様

に
於

か

れ
ま

し

て
は
、

日

頃

よ

り

同

窓

会

の
活
動
に
御
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
有
難
う
御
座

い
ま
す
。
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
度
重
な
る

自
然
災
害
な
ど

で
厳
し

い
状
況
に
お

ら
れ
る
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞

い

申
し
上
げ
ま
す
。
と
同
時

に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争

や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
内
部
紛

争
等
を
見
る
に

つ
け
、
心
を
痛
め
て

い
る
方

々
も
多
か
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。　
一
日
も
早
く
平
和
で
穏
や
か
な

日
々
が
訪
れ
る
事
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

も
変
異
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
医

療
現
場
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
関
係
者

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
今
年

に
入
り
や

や
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
我

々
の

社
会
生
活
も
徐

々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
元
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年

１
年
を
振
り
返
る

と
同
窓
会
活
動
も
思
う

に
任
せ
な

い

状
況
で
あ

っ
た
事
は
否
定

で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業

に
向
け
た
準
備
だ
け
は
執
行
部
中
心

に
順
次
進
め
さ
せ
て
頂
き
国
税
局
の

認
可
も
降
り
ま
し
た
の
で
、
各
委
員

会
を
中
心
に
計
画
を
具
体
化
し
て
行

く
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
行
き
た

い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
評
議
委
員
会

（６
月
）

に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
地
域
の
教

育
関
係
に
従
事
す
る
評
議
員
の
皆
様

と
学
校
側
の
各
担
当
の
先
生
か
ら
生

徒
達
の
実
情
を
聞
き
な
が
ら
意
見
交

換
を
行
う
機
会
も
得
ま
し
た
。
生
徒

達
は
授
業
、
課
外
活
動
等
も
含
め
活

発
に
学
校
生
活
を
お
く

っ
て
お
り
単

位

・
多
部
制
と
し
て
の
東
御
清
翔
高

校
の
役
割
は
呆
た
し
て
い
る
と
の
総

体
的
な
意
見
で
し
た
が
、
新
た
な
教

育
制
度
で
あ
る
単
位

・
多
部
制
の
本

質
を
理
解
し
て
い
な
い
事
も
有
り
若

干
の
違
和
感
を
感
じ
た
の
も
事
実
で

す
。
教
育
、
高
校
生
活
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

更
に
、
賛
否
両
論
は
御
座
い
ま
す
が
、

本
校

へ
夜
間
の
定
時
制
が
導
入
さ
れ
る

事
が
決
定
し
て
お
り
、
高
校
教
育
を
望

む
人
に
は
選
択
肢
が
広
が
る
社
会
的
意
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義
は
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
ま
す
が
、

物
心
両
面
で
の
受
け
入
れ
体
制

の
整

備
が
肝
要
で
、
万
全
を
期
さ
な

い
と

双
方
に
迷
惑
が
掛
か
る
の
で
、
県
等

の
公
共
機
関
に
対
す
る
同
窓
会
と
し

て
の
請
願
事
項

の

一
つ
で
有

ろ
う
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様

に
大
き
く
変
わ
る
社
会

・

教
育
環
境

の
変
化

の
中
で
も
本
校

の

創
立
精
神
を
基
幹
と
し
た
教
育
活
動

の
実
践
を
通
し
て
地
域
と

一
体
化
し

て
発
展
す
る
清
翔
高
校
を
背
後
よ
り

皆
様
と
共
に
支
援
し
て
参
り
た

い
と

存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
皆

様

の
益

々
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申

し
上

げ
、

更

に
同
窓

会

活

動
、

特
に
来
年

の
１
０
０
周
年
記
念
事
業

に
は
特
段

の
ご
配
慮

・
ご
理
解
を
頂

け
れ
ば
と
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

‡
０
い
隠
年
議
意
事
業
及
び

高
校
再
編
〓整
儘
講
繭
に
つ
砂
で

学
校
長

上
原
　
浩
子

同
窓
会

の
皆
様

に
お
か
れ
ま

し

て

は
、

常

日
頃

よ
り

本
校
の
教
育
充
実
の
た
め
に
多
大
な

ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

い
う
言
葉
を
聞
い
て
３
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
本
校
で
も
感
染
予
防
対
策
を

講
じ
て
様
々
な
教
育
活
動
を
行

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
こ
一
第
８
波

一
と
の
言
葉

も
同
時
に
開
く
よ
う
に
な
―，
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
‥

さ
て
、
本
校
は
令
和
５
年
度

に
創

立
か
ら
１
０
０
周
年
と

い
う
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
式
典
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
鑑
み

て
、
令
和
６
年

１０
月
１９
日

（
土
）
に

延
期
し
て
開
催
を
す
る
こ
と
が
既
に

決
ま

つ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
き
ま

し
て
も
、
昨
年
度
よ
り
１
０
０
周
年

に
向
け
て
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校

が

一
体
と
な

っ
た
実
行
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
記
念
事
業

の
準
備
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま

す

，^
実
行
委
員
長
に
は
西
人
同
窓
会

長
が
就
任
し
、
記
念
誌
、
寄
付
事
業
、

式
典

・
記
念
講
演
、
教
育
環
境
整
備
、

事
業

の
総
務
と
各
役
割
分
担
が
行
わ

れ
、
鋭
意
そ

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
校

の

一
層

の
充
実
と
発
展

の
た
め
、
同

封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
長
野

県
東
部
高
校

・
長
野
県
東
御
清
翔
高

校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金

趣
意
書
」
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
ご

協
力

と

ご

理
解

を

賜
り

ま
す

よ
う
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
寄
付
事
業
や
式
典

開
催

に
向
け
準
備
が
本
格
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。
同
窓
会

の
皆
様
方
に
は
、

母
校

の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
、　
一

層

の
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
ま
す
と

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

次
に
、
第
２
■

の

「
高
校
再
編

・

整
備
計
画

【二
次
〓

一
一
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
．

令
和
５
年
１
月
に

一
高
校
改
革
～

夢
に
挑
戦
す
る
学
び
～
再
編

・
整
備

計
画

【三
次
ご

が
決
定
さ
れ
、
こ
れ

を
持

っ
て
、
第
２
期
再
編
整
備
計
画

の
全
体
像
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、

県
立
７８
校
が
６４
校
に
再
編
統
合
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

【
三

次
】
で
は
、
長
野
県
内
に
あ
る
定
時

制
の
配
置
計
画
が
具
体
的
に
提
示
さ

れ
ま
し
た
　
今
後
、
第
２
通
学
区

（東

信
地
区
）
に
つ
い
て
は
、
実
施
計
画

で
示
さ
れ
た
通
り
、
本
校
に
は
夜
間

部
を
設
置
し
、
上
田
高
校
定
時
制
を

本
校
に
集
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
の
も
と
、
本
校
に
お
い
て

は
夜
間
部
設
置
に
向
け
て
の
校
内
体

制
を
整
え
、
準
備
を
し

て

い
く
予

定
で
す
。
東
御
清
翔
高
校
は
、
平
成

２３
年
度
よ
り
多
部

・
単
位
制

の
学
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
１２
年
間
の
総
括
と
、
１
０
０

年
の
同
窓
生
の
皆
様
が
築

い
て
く
だ

さ

っ
た
歴
史
と
と
も
に
、
さ
ら
に
魅

力
あ
る
学
校
と
な
る
た
め
、
よ
り
柔

軟
に
、
よ
り
多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル

に
対
応
し
、
少
子
化
や
社
会
の
大
き

な
変
化
に
も
対
応
で
き
る
学
校
に
す

べ
く
検
討
を
始
め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
同
窓
生
の
皆
様

の
益
々

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
校
の
教
育
活
動
に

一

層
の
ご
理
解
と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
賜

り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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鑢
機
橿
檬
檬
機
鴛
導
―
―

―
，，
―

，
■
一

・な

量

巡

藝
腰
驚
檬
磯
麟
麟
薔
畿
，
，
「が

ｔ
，

昨

年

立
ち

上
げ

て

い
た
だ

い
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。

い
よ

い
よ
百
周

年
事
業
が
始
ま

っ
て
い
き
ま
す

の
で

皆
さ
ん
に
よ
り
見

て
い
た
だ
こ
う
と

思
い
特
集

い
た
し
ま
す
。

東
御
清
翔
高
校

で
検
索

エ
ン
ジ

ン

ｏ
ｏ
品
｝①
や

く
諄
８

で

ゃ

っ
て
も

同

窓
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
出
て
き
ま

せ
ん
。
「
東
御
清
翔
高
校
」
「
同
窓
会
」

と
二
つ
の
条
件
を
入

れ
る
と
以
下
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
き
ま
す
。

https://www tonll― seisho― souritu100 com/

籐―ふ
蝙

魃

鏃

飩
鴨鰊このホームには「連絡J「 100年の歩みJ「実行委員会の情報Jが見れるようになっています

哭 晰 はな 性

「詳細Jを押すと
いろいろな写真

が見られます。

薔

●
〓
―
■
一ｔ
〓
０
慰
麟
菫
穣
檬
鸞
檬
鷺
菫

「連
絡
」
ペ
ー
ジ

東
御
清
翔
高
校

（東
部
高
校
）

同
窓
会
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の

お
知
ら
せ
や
同
窓
会

の
理
事

会

・
総
会
な
ど
同
窓
会
の
連
絡

が
わ
か
り
や
す
く
載

っ
て
い
ま

す
。
「
１
０
０
年
の
歩
み
」
ペ
ー
ジ

大
正
時
代
の
要
請
に
伴
い
小

県
郡
東
部
の
村

（県
、
祢
津
、
和
、

滋
野
）
に
よ
り
学
校
組
合
設
置
、

「小
県
郡
東
部
実
科
中
等
学
校
」

と
し
て
創
立
、
開
校
。
そ
の
後

一
世
紀
に
わ
た
り
時
代
の
変
化

と
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
変

化
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。
「
長

野
県
小
県
農
学
校
」
、
「
長
野
県

小
県
農
業
高
等
学
校
」
、
「長
野

県
小
県
東
部
高
等
学
校
」
、
長

野
県
東
部
高
等
学
校
」
、
「
長
野

県
東
御
清
翔
高
等
学
校
」
と
時

代
と
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え

変
化
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。
創

立
か
ら

一
世
紀
の
学
校
の
様
子

を
写
真
を
使
い
昔
の
思
い
出
が

よ
み
が
え
る
道
標

（み
ち
し
る

べ
）
と
な
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
」
ペ
ー
ジ

実
行
委
員
会
の
最
近
の
取
り

組
み
や
実
行
委
員
名
簿
な
ど
実

行
委
員
会
の
こ
と
が
わ
か
り
や

す
く
載

っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

昭雑曇鰍輻
同年会を開催いたします。開催日

時等は別途ハガキにて各クラスの

実行委員からご案内いたします。

潮晋響

さくら歯科クリニック
鰈

昭和44年卒業

埼玉県坂戸市塚越 1-4
8049‐288‐3838

おかげ様で創業48年

食材にこだわった「武信のとんかつ」を
ご賞味ください。

tl               薗簸藤斎:
お近くにお越しの際はお立ち寄りください

本  店 神奈川県川崎市多摩区南生田4-12-17
な044-976‐0477

代々木店 東京都渋谷区西原31‐ 7
a03‐ 3466‐ 1125
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令
和
４
年
度

は
東
御
清
翔
高

校
で
の
部
活
動

に
お
い
て
輝
か

し
い
成
績
を
残

し
た
団
体
が
大

変
多
く
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
男
子

ソ
フ
ｋ
■
ア
ニ
ス

部
の
定
通
全
国

大
会
出
場
や
柔

道
部
の
北
信
越

大
会
出
場
、
他

に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
個
人
小
林
莉
玖
さ
ん

（３
１

４
）
の
東
信
大
会
４
位
な
ど
多
方
面
で
大
変
す
ば
ら

し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
は
全
校
生
徒
が
３
０
０
人
ほ
ど
の
小
規
模
な

学
校
で
す
が
、
多
く
の
部
活
動
が
日
々
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
高
校
生
に
な

っ
て
か
ら
部
活

動
に
挑
戦
し
た
生
徒
も
大
変
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

日
々
成
長
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
学
校
全
体
が
部
活
動
で
盛
り
上
が

り
、
よ
り

一
層
東
御
清
翔
高
校
の
生
徒
と
し
て
様
々

な
場
面
で
活
躍
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ

・
同
窓
会
係

東
信
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（５
月
１３
日
～
１５
日
）

佐
久
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

・
女
子
円
盤
投
げ
　
　
８
位
　
３
年
　
福
井
雪
乃

・
女
子
１
０
０
ｍ
Ｈ
　
８
位
　
１
年
　
望
月
　
彬

以
上
２
名
県
大
会

ヘ

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（５
月
２７
日
～
２９
日
）

松
本
平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場

・
女
子
円
盤
投
げ
　
　
３
年
　
福
井
雪
乃

・
女
子
１
０
０
ｍ
Ｈ
　
ｌ
年
　
望
月
　
彬

以
上
２
名
出
場

東
信
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

（９
月
１０
日
～
１１
日
）

菅
平
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
陸
上
競
技
場

・
女
子
４
０
０
ｍ
　
８
位
　
１
年
　
南
正
覚
　
鈴

・
女
子
や
り
投
げ
　
８
位
　
１
年
　
望
月
　
彬

以
上
２
名
県
大
会

ヘ

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

（９
月
２３
日
～
２５
日
）

・
女
子
や
り
投
げ
　
１
年
　
望
月
　
彬

以
上
１
名
出
場

回
飼

６
月
　
東
信
総
体
　
　
男
子
個
人
戦
出
場

７
月
　
東
信
選
手
権
　
学
年
別
個
人
戦
出
場

１０
月
　
東
信
新
人
　
　
男
子
個
人
戦
出
場

園
因
轟
闘

５
月
　
令
和
４
年
度
東
信
高
等
学
校
体
育
大
会

●
０
１
２
上
田
東
高
校

１０
月
　
春
の
高
校
バ
レ
ー
東
信
予
選

●
０
１
２
小
諸
商
業
高
校

‐２
月
　
令
和
４
年
度
東
信
新
人
戦
大
会

●
０
１
２
小
諸
高
校

国
因
圏
闘

５
月
　
令
和
４
年
度
東
信
高
等
学
校
体
育
大
会

●
０
１
２
上
田
染
谷
丘
高
校

‐２
月
　
令
和
４
年
度
東
信
新
人
戦
大
会

●
０
１
２
野
沢
北
高
校

（丸
子
修
学
館
高
校
と
合
同
チ
ー
ム
）

５
月
　
令
和
４
年
度
長
野
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
総
合
体
育
大
会
東
信
地
区
予
選

０
９９
‐
３９
上
田
千
曲
高
校
　
県
大
会
出
場

６
月
　
令
和
４
年
度
長
野
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
総
合
体
育
大
会

●
５５
‐
７２
つ
く
ば
開
成
学
園

５
月
　
令
和
４
年
度
長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
東
信
大
会

●
３２
１
‐２４
上
田
高
校

５
月
　
第
１
７
０
回
東
信
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（軽
井
沢
高
校
と
合
同
チ
ー
ム
）

●
０
１
‐４
岩
村
田
高
校

９
月
　
第
１
０
１
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
長
野
県
大
会

（軽
井
沢
高
校
と
合
同
チ
ー
ム
）

●
０
１
‐４
南
安
曇
農
業
高
校

東御市田中 318番地 8
TEL 0268-64…5511(代表)

東御市上下水道指定工事店
床暖房工事 。合併処理浄化槽工事

鰍alぇ   設備
東御市本滋野乙
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６
月
　
令
和
４
年
度
長
野
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
総
合
体
育
大
会

優
勝
　
　
中
込
雅
也

・
山
崎
周
諭
ペ
ア

準
優
勝
　
田
中
愛
翔

・
塚
田
聖
樹
ペ
ア
　
全
国
大
会

出
場
８
月
　
令
和
４
年
度
第
５５
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会

団
体

・
個
人
出
場
　
入
賞
な
し

５
月
　
第
１
７
１
回
東
信
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
　
団
体

・
個
人

（男
女
）
出
場

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
４
位
　
小
林
莉
玖
　
県
大
会
出

場６
月
　
令
和
４
年
度
長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

〈ム
　
出
場

７
月
　
第
４０
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
東
信
地
区

予
選
　
個
人

（男
女
）
出
場

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
ー６

１０
月
　
第
１
７
２
回
東
信
地
区
高
等
学
校
新
人
体
育

大
会
　
団
体

・
個
人

（男
女
）
出
場

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
ー６

‐２
月
　
東
信
地
区
高
等
学
校
１
年
生
シ
ン
グ
ル
ス
大

会
　
３
名
出
場

ベ
ス
ト
‐６

（女
子
）

大
会
に
は
参
加
せ

ず
、
練
習
を
行

い

ま
し
た
。

活
動
な
し

１０
月
　
舞
台
が
丘
祭

‐２
月
　
第
５
回
東
信
地
区
高
等
学
校
美
術
展
出
品

１
月
　
第
４４
回
長
野
県
高
等
学
校
美
術
展
出
品

１０
月
　
文
化
祭
ラ
イ
ブ

通
年
　
「子
ど
も
塾
」
小
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
ゴ
ミ
拾
い

。
校
内
清
掃

・
消
毒
作
業

・
校
内

奉
仕
活
動

４
～
１１
月
　
「
田
中
駅
花
壇
整
備
」
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

５
月
　
東
御
市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

Ю
月
　
舞
台
が
丘
祭
　
東
御
市
「
ダ
ー
チ
ャ
」
パ
ン
・

お
菓
子
販
売

風
船
探
し
ゲ
ー
ム
企
画

通
年
　
手
芸
小
物
製
作

１０
月
　
舞
台
が
丘
祭
　
「
サ
リ
ー
と
マ
イ
ク
の
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
イ
」

手
芸
小
物
を
利
用
し
た
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
イ
ー
の

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
展
示
と
子
ど
も
用
靴
下

を
使
用
し
た
芳
香
シ
ュ
ー
ズ
キ
ー
パ
ー
の
ワ
ー
ク

ンヽ
ョ
ツ
プ

困
目
団

〈茶
道
〉

着
付
け
の
練
習

（２
回
）

舞
台
が
丘
祭
で
茶
道
の
お
手
前
の
披
露

（２
回
）

〈華
道
〉

月
１
回
程
度
外
部
講
師
よ
り
教
授

校
内
の
華
道
作
品
展
示

１０
月
　
舞
台
が
丘
祭
で
作
品
展
示
、
フ
ラ
ワ
ー
ク

リ
ッ
プ
製
作
体
験
を
実
施

１０
月
　
舞
台
が
丘
祭
で
の
作
品
展
示

・
グ
ッ
ズ
販
売

科
学
部

８
月
　
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
化
石
発
掘

・
展
示
室
見
学

１０
月
　
舞
台
が
丘
祭
　
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
展
示

４
月
　
第
３８
回
成
田
山
全
国
競
書
大
会
成
績
発
表

７
月
　
第
３８
回
読
売
書
法
展
　
出
品

第
２７
回
高
校

・
大
学
生
書
道
展
　
出
品

優
良
賞

¨
坂
口
亜
綺
、
福
江
乃
愛

１０
月
　
舞
台
が
丘
祭
　
作
品
展
示

Ｈ
月
　
第
２０
回
和
洋
女
子
大
学
競
書
大
会
出
品

特
選

（半
切

・
半
紙
Ｙ

坂
口
亜
綺

２
月
　
第
８５
回
謙
慎
書
道
会
展
　
出
品

検
定
合
格
を
目
指
し
、
ヨ
Ｒ
Ｏ
、
∪
消
２

の
問
題
演
習

を
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
参
加
せ
ず
、
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

〒
●
●
●
●
●
●

わ逹は大切に tま す
ありがどうという感謝の`Sを …

番姜 薫鞠
東御市常田3665 00268621813
万が一の時の備えに安心の互助会を

月掛 1000円

満期 12万円 満期 24万円 満期 36万円
※会員害J引有り、無料サービス有り、詳しくはお問合わせください。
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「令
和
４
年
度
東
御
清
翔
高
等
学
校
同
窓

会
定
期
総
会
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

集
合
し
て
の
総
会
を
中
止
し
、
同
窓
会
役

員
等
に
よ
る
書
面
議
決
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
頂
き
ま
し
た
貴

重
な

「
ご
意
見

・
ご
要
望
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
前
向
き
に
善
処

い
た
し
ま
す
の
で

ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
こ
に
来
ま
し
て
県
内
で
も
コ
ロ
ナ
感
染

者
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
と
同

様
に
集
合
し
て
の
総
会
は
中
止
し
、
役
員

へ
の
書
面
決
議
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

１
０
０
周
年
記
念
事
業
も
控
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
等
を
左
記
学
校

の
ｆ
ａ
ｘ
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
の
お
問
い
合
わ
せ

ま
た
は
募
金
等
の
通
信
欄
を
ご
利
用
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
御
清
翔
高
校
ｆ
ａ
ｘ
　
０
２
６
８
１
６
１
１

０
０
１
３

東
御
清
翔
高
校
１
０
０
周
年
実
行
委
員
会

Ｈ
Ｐ
　
軍
ご
∽̈
、
、
１
１
１
８
日
【，Ｘ
』∽す
ｏ
‐８
“

〓
一邑
８

８
日
、
ぉ
問
い
合
わ
せ
ヽ

「

~~~・ .・・・‐́|″ |■″●■‐●―'´ 一́.,″´́´́――――‐́―‐,一・Ⅲ…・‐―・・‐―・―‐

: 
令和 4年度 東御清翔高等学校同窓会会計

:1役
括
入 Z"L蝿 7円

:彗 事:|:::|:::月
1 2 収 人

令和4年度 東御清翔高等学校同窓会/11Xl周年記念事業実行委員会事業報告

令和5年度 束御清翔高等学校同窓会/11Xl周年記念事業実行委員会事業計画

決算書
 :

支 出 (単位 円 )

100周年寄附金のお願い
毎年皆様にお願いしております協力金はこの同窓会報

の作成や母校・後輩のために使用しております。今回は

別紙 (100周年記念事業募金趣意書)のお願いのみとし、
いうもの協力金集金は行いません。同封の振ム用紙をご

利用されるか、銀行での振込をお願いします。

銀行での振り込みには注意することがあります。別紙

(振 り込みされるときの注意)を ご覧ください。

単位 :円

第4号

議案 新敵
枡
献
鴨
謀

議 案

100周年

事業 に

つ 0｀ て

役員の

改選に

つヽヽて

令和 4年

度事業計

画並 びに

予算案 に

つ0ヽて

令和 3年

度事業報

告並びに

決算報告

監査報告

議決事項

66 66 配付数

47 47 回答数

47 47 47 47 賛成

0 0 0 0 否 認

議決 承認 議決 承認 議決 承認 議決 承認 結 果

項 目 予算現額 収入済額 増減 説明

繰越金 1650551 1650551 前年度繰越金

入会金 600,000 ,000円 X120人

卒業時徴収金 525000

会費 ゆう ょ銀行、コンビニ人金

広告卜| 115,000 同窓会報広告十1

記念事業会計積立全操入金 3867244 3867275 t念事業会言1普 jT預金)か ら操人

雑収入 1 △ 431 預金利遺

合
=|

6.958,244 7.091,937 133,69〔

年 月 摘 要

4 7 入学式、会長祝辞印刷配布。正高J会長出席 (中 止)`,祝 い生花提供.職員歓迎会 (中 止 )
3( 総務委員会

=役
会.県への申請について

I 100周 年各事業委員会正副委員長会議

事務局会議 会報について
7 事務会議 100周 年事業予算について

7 2 記念誌作成実行委員会 委員長と 3役会議
8 100周 年記念行事実行委員会正冨1委員長と 3役会議

4 役員会。「 100 FtJ年 事業J検討。ゴルフ大会について第 1回 準備会。
10 役員会.ゴルフ大会について第 2回準備会 .
拡大 3役会議。 3役 +幹事 +総務委員

事前事務会議

第 3回 100周 年事業実行委員会

立科高校緞帳視察

緞帳入札について

総務委員会

10 ]( 束御清■ll高校 (東部高校 )同 窓会第 4回 親睦ゴルフ大会 浅間高原 CC
12 2 第 1回 編集委員会

事務局会議

会報編集委員会

事務局 緞帳入札決定について

2 2,
同窓会表彰 :ク ラブ表彰 個 人表彰 (ク ラブ活動、検 定級取 得 )精 皆勤 賞副賞授 与
横尾冨1会長激励挨拶

3 1
卒業式、西入会長出席 (視辞は述べられず、印刷紙配布)。 卒業記念品 (卒業証書人)贈呈.
祝い生花提供。

2( 転退職職員送別会 (中 I卜 )

6 11 編集委員会

9 同窓会韻発行予定

項 目 予算現額 支出済額 増減 説明

会議費 10000( 9044C 役員会開催経費等

報償費 20000( 52220 14778C 生徒 クラブ表彰等

交際費 15000( 84,00C 餞別寺

需用費 317170 卒業記念品 会報印昴]代等

役務費 128100( 980,659 300,341 同窓会報発送費等

維持管理費 0 10,00C 同窓会室維持管理費

補助費 支会総会補助

100周年llL念事業積立金 倉1● 100周 年

舞台ヶ丘振興会 11694 58,306

予備費 4577244 4,091,389
100H年 記念事業ホーム
ページ作成、同窓会室月|
消耗品等

合 引 6.958,244 2.133,158 4,825,08(

年 月 摘 要

入学式、会長祝辞印刷配布。正副会長出席 (中 L)。 祝い生花提供。職貝歓迎会 (中 卜)

6
三役員会。総会について。 100周 年事業関係。令和 4年度事業報告 決算報告。令和 5年度事
業計画 予算案
100周 年事業実行委員会 各事業委員会は随時間く

8 ゴルフ大会 第 1回準備会
同窓会理事会。 (令和 4年 度事業慨告 決算報告。令和 5年度事業計画 予算案提案。)

9 ゴルフ大会 第 2回準備会
10 同窓会総会。 (令和 4年度事業報告 決算報告.令和 5年度事業計画 予算案承認。)
10 1 東御清翔高校 (東部高校 )同 窓会第 5回 親睦ゴルフ大会 浅間高原 CC
12 第 1回 編集委員会

6 1 役員会。総会 日決定。同窓会報の内容検言」。ゴルフ会について。支部総会について

2 21
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一進
路
指
導
室
よ
り

●
●
一　

・
進
路
指
導
主
事

竹
前

　
操

同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
教
育
活
動

に
対
し
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度
卒
業
生
は
入
学
年
度

よ
り
現
在
ま

で
続
く

コ
ロ
ナ
禍

で
高

校
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
生
徒
た
ち

で
す
。
中
学
時
ま
で
の
当
た
り
前
と

異

な

る

い
く

つ
も

の
環
境

の
中

で

普
段
は
経
験

で
き
る
こ
と
が
難
し
く

も
あ
り
、　
一
方

で
こ
の
環
境

の
中
だ

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
経
験
も
あ

っ
た

３
年
間
で
し
た
。
と
り
わ
け
体
験
や

対
面
で
の
学
習
活
動

の
機
会
を

つ
く

る
こ
と
が
難
し
く
、
多
く

の
学
校
行

事

に
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

学
年
団

の
先
生
方

の
多
く

の
工
夫

の

中
、
少
な

い
機
会
だ
か
ら
こ
そ
体
験

や
対
面
で
実
施

で
き
る
活
動

の
楽
し

さ
や
貴
重
さ
を
実
感

で
き
た
場
面
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
そ

の
中
で
見

い
だ
し
た
希
望
進
路
に
向

け
て
、
自
己
を
振
り
返
り
な
が
ら
自

分

の
将
来
を
思

い
描
き
、
高
校
生
活

を
過
ご
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
卒
業
生

（１０
期
生
）
の
４
月

末
時
点

で
の
進
路
決
定
状
況
は
、
進

学

５２
％
、
就
職

４５
％
と
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
じ
傾
向

で
し
た
。
進
学
に
関

し
て
の
特
徴
は
、
３
年
連
続
で
公
立

・

長
野
大
学

へ
の
合
格
が
あ

っ
た
こ
と
、

そ
し
て
専
門
学
校

へ
の
割
合
が
増
加

（前
年
度

３０
％
―
今
年
度

３７
％
）
し

た
こ
と
で
す
。
特
に
専
門
学
校
に

つ

い
て
は
多
様
な
学
問．
へ
の
興
味
が
広

が

っ
て
い
る
様
子
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
昨
今

の
日
本

の
就
職
環
境

で
は
、
多
く

の
現
場
で
若

い
力
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
地
元

・

長
野
県

で
も
当

て
は
ま
り
、
前
年
度

の
傾
向
の
ま
ま
求
人
倍
率
の
上
昇

（令

和
４
年
度
７
月
２

・
４５
倍
　
ユ副
年
度

よ
り
０
二
Э
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
と

の
大
き
な

変
化
と
し
て
、
多
く

の
企
業

の
方

々

は
単
に
労
働
力
を
求
め
て
い
る
の
で

は
な
く
、
入
社
後

の
人
材
育
成

に
今

ま

で
以
上
に
力
を
注

い
で
い
く
と

い

う
視
点
が
強
く
な

っ
て
い
る
様
子
が

あ
り
ま
し
た
。

高
校
卒
業
直
後

の
進
路
先
は
、
上

級
学
校

の
場
合
も
、
就
職

の
場
合
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
長

い
目
で
考
え

ま
す
と
ゆ
く
ゆ
く
は
社
会

の

一
員
と

な
る
日
が
や

つ
て
き
ま
す
。
特

に
地

元
地
域

で
は
、
と
も
に
地
域
を
支
え

担

い
発
展
さ
せ
て
い
く
人
材
と
し
て

本
校

の
卒
業
生
た
ち
に
大
き
な
期
待

を
抱

い
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
ｃ
学
校
と
地

域

の
連
携
、
そ
し
て
そ

の
期
待
を
生

徒
た
ち
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ

て
、
生
徒
た
ち

の
自
己
有
用
感
や
自

己
肯
定
感
を
育

て
ら
れ
る
よ
う
な
進

路
指
導
を
心
が
け
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
．
そ

の
た
め
に
も
、
今
後
も

本
校

へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
〓

就職

●進路一覧

進学

●進路先一覧

【大学】

【短大】

【専門学校】

大 学 短  大 専門学校 進学
就職 家居

未 定
生徒数

国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立 計 進学 就職

男子 1 2 2 0 0 1 0

女子 0 1 6 0 2 0

計 1 6 3 6 0 47 3 0

合計 7 9 3 0

害J合 67 371 524 448 0 1000

オルガン製針 株式会社 1

株式会社 アイカム

株式会社 アルカディア 1

株式会社 」ヽ諸村田製作所 1

株式会社 相和 1

株式会社 タイヤショップビットイン 1

株式会社 デ リクックちくま 1

株式会社 日東ボタン

本朱式会社 ミマキエンジニアリング

株式会社 ロビニア 1

株式会社 ベネフレックス 1

真田KOA株式会社 真田の郷

しなの鉄道 株式会社

社会福祉法人 上田 しいのみ会

社会福祉法人 ちいさがた福社会 1

社会福祉法人 男り所清明会 長寿園 1

信州上小森林組合 1

言州ハム株式会社

味式会社特電

永井農場            1

株式会社全日警長野支社    1

沖縄保育専門学校 1

高崎動物専門学校 2

高崎ビューティーモード専門学校 2

東京 ビューティーアー ト専門学校 2

新潟 コンピューター専門学校

日本工学院専門学校八王子校 2

バンタンデザイン研究所 1

東日本プライダル・ホテル トラベル車ll学校 2

嚢浜 fカ レッジ専門学校 2

長野大学 1

佐久大学 2

群馬医療福祉大学 1

長野保健医療大学 1

山梨学院大学 1

東京家政学院大学 1

上田女子短期大学 5

長野県工科短期大学 3

松本大学松商短期大学部 1

長野電子工業 株式会社 2

日軽松尾 株式会社 5

日本郵便 株式会社 信越支社 1

日立 Astemo上 田 株式会社

日立Astemo株 式会社 東御工場

豊上製菓株式会社

長野県防災システム 株式会社 1

東京特殊電線 株式会社 4

松山技研株式会社 1

雷電 くるみの里 1

合同会社GENK

PDロ ジスティクス株式会社

浅間技研工業 株式会社

浅間高原カン トリー 株式会社 1

上田情報 ビジネス専門学校

カレッジオフキャリア 2

長野医療衛生専門学校 2

長野 自動車大学校

長野社会ふ くし専門学校 1

長野調理製某専門学校

長野美術専門学校

長野理容美容専門学校

未来 ビジネスカ レッジ

長野看護専門学校 1

アーツサウン ドビジュアル専門学校 1

足利デザインビューティー専門学校 1

太田情報商科専門学校 4

華 鼻畿 矮 :壼警糠 iri■ ||1111燿

γ 臨  ・

:NTCR SuPpORT

株式会社インターサポート
代表取締役社長 上 原  達

TORU UEHARA

隷
KUDOTA
閣0∪ S鷲 飩G

丁EL 0268‐ 38¨3050
上田市古安曽 1116

T386-0005長野県上田市古里 79-8
TEL 0268‐25‐ 6336 FA× 0268-25-6337

鋪∫♀%R促 &断::epa attp 器
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欝
環
瀬

翼
饒
澁
躙
薦
崚
鶉
懲
畿

炒
は
、藩
鳥
ヂ
食
農
緻
饉

期
回
　
令
和
４
年
１０
月
１０
日

場
所
　
浅
間
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

結
果
優

勝

原

田

俊

介

様

準
優
勝
　
西
　
入
　
悦
　
雄
　
様

第
三
位
　
田
　
中
　
　
　
巧
　
様

第
四
位
　
種
　
村
　
美
枝
子
　
様

第
五
位
　
小
　
林
　
和
　
夫
　
様

は
性
の
邸
　
種
　
村
　
美
枝
子
　
様

第
５
回
東
御
清
翔
高
校
同
窓
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
令
和
５
年
１０
月
１５
日

（日
）

場
所
　
浅
問
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

午
前
７
時
３７
分
ス
タ
ー
ト

中
込
　
令
和
５
年
９
月
２０
日
～

１０
月
１
日
ま
で

東
御
清
翔
高
校

へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
８
・６
１
・０
０
１
３

●
同
窓
会
員

の
親
睦
と
交
流
を
図
る

事
を
目
的
に
、
令
和
元
年
よ
り
開
催

し
て
参
り
ま
し
た
＾

毎

回
、

参

加

者

の
告
さ
ん
が
和
気

あ

い
あ

い
と
し
た

楽
し
い
雰
囲
気
で

爽
や
か
な
秋

の

一

日
を
思
う
存
分
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

前
述
で
ご
案
内
し

ま
し
た
、
第
五
回

大
会

へ
の
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

一ボ
■
一
一
一
Ｌ
」
■
二
ヽ
一二
・，
一、

教
論

片

田
　

章
幸

４
月
か
ら
伝
統
あ
る
東
御
清
翔
高
等

学
校
に
着
任
し
ま
し
た
。
着
任
職
員
の

経
歴
は
様
々
で
す
が
、　
一
人

一
人
の
経

験
、
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
本
校

の
教
育
目
標
実
現
の
た
め
に

一
同
、
精

一
杯
教
育
活
動
に
励
も
う
と
思

っ
て
い

ま
す
．
令
和
４
年
度
も

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

学
校
生
活
で
し
た
。
チ
エ
ッ
ク
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
こ
ま
め
な
健
康
観
察
を
し
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
黙
食
、

マ
ス
ク
着

用
の
励
行
を
し
ま
し
た
。
校
内
に
も
消

毒
用
品
や
、
自
動

の
手
指
消
毒
機
も

設
置
し
て
い
た
だ
き
日
々
の
活
動
の
中

で
、
感
染
対
策
を
講
じ
ま
し
た
．
ま
た

授
業
や
生
徒
会
活
動
も
工
夫
を
凝
ら
し

つ
つ
、
体
験
的
な
学
び
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
活
動
に
制
約
の
あ
る
場
面
も

あ
り
ま
す
が
、
ウ
ィ
ズ

・
コ
ロ
ナ
の
時

代
と
認
識
を
し
、
お
互
い
に
知
恵
を
出

し
今

い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど
を
有
効
に

使

い
つ
つ
、
学
び
を
と
め
な
い
活
動
を

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
．）

・̈
一一　

一・一一一

一
一
・一
●
一

・一．一・一

¨
一
、

肇
以
佐
藤
　
誠

同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
中
し
上
げ
ま
す
〓
ま
た
、
日
頃

よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

多
大
な
る
ご
理
解
と
、
在
校
生

へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
令
和
５
年
度
４
月
の
人
事

異
動
に
よ
り
、
１３
名
の
教
職
員
が
東
御

清
翔
高
校
の

一
員
と
し
て
赴
任

い
た
し

ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

歴
史
あ
る
本
校
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
１
０
１
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

５
月
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行

し
、
よ
う
や
く
通
常
の
日
常
が
戻

っ
て

き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
舞
台
が
丘
祭

も
、
入
場
制
限
は
あ
り
ま
し
た
が
盛
会

で
閉
祭
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ｃ
ま
た
、
６
月
に
行
わ
れ
た
長
野
県

高
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会
で

は
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
９

年
ぶ
り
に
優
勝
し
、
８
月
に
行
わ
れ
る

全
国
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

っ

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
感
染
対
策
に

注
意
を
は
か
る
必
要
は
ご
ざ

い
ま
す
が

徐
々
に
様
々
な
教
育
活
動
が
コ
ロ
ナ
前

に
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆

さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
ご
祈
念
中

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
同

窓
会

・
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ず

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
標
墨
年
竜ヽ
載
釜
繊
裁

晟
称
堕

前
任
地

国
語
　
蔦
田
　
佳
幸
　
長
野
南

地
公
　
森
下
員
之
介
　
長
野
工
業

数
学
　
赤
岡
　
広
行
　
上
田
染
谷
丘

保
体
　
川
島
　
準
希
　
丸
子
修
学
館

安
藤
　
秀
夫
　
箕
輪
進
修

家
庭
　
飯
島
美
穂
子
　
上
田
千
曲

神
津
　
る
み
　
丸
子
修
学
館

商
業
　
片
田
　
上早
幸
　
稲
荷
山
養
護

養
護
　
後
藤
　
由
美

行
政
　
小
林
　
二貝
伸
　
野
沢
南

ま
轟
■
■
養
姜
灘
蟻
長

晨
称
瞳

前
任
地

教
頭
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